
対象施設 ニーズ項目 求める内容

a-1 道路 ペデストリアンデッキの点検について

・ペデストリアンデッキの桁下内部の点検時に、点検口から近接目視できる
範囲が限られており、桁下内部を広範囲に確認でき、効率的かつ安価に点
検が行える技術を知りたい。
・狭小空間専用ドローンを用いた溝橋及び箱桁内部点検技術を紹介いただき
たい。

a-2 道路 こ道橋やこ線橋の点検について こ道橋やこ線橋の点検・修繕費用の圧縮

a-3 道路 補修修繕のマネジメントについて 道路舗装について、補修を要する路線が年々増加し、補修が追い付かない。

a-4 道路 舗装補修の効率化
舗装補修に係る業務委託について、点検～措置方法の提案まで一体で行う
ことができれば効率的と考えている。先行事例があればその評価をお聞きし
たい。

a-5 道路 新技術の活用について
新技術の活用について、どこに重点を置いたらよいのか判断に迷う（コスト縮
減、工期の短縮など）

a-6 道路 経済的なトンネル点検について トンネル点検において、従来と比較し、経済的な点検技術や工法を知りたい。

a-7 道路 道路照明の効率的な点検方法
道路照明灯等の大量にある施設を効率的に点検する方法が確立されていな
い。

a-8 河川・砂防 小規模河川の点検について
小規模河川の点検支援(点検システムの開発や紹介等)を知りたい。木が繁
茂しドローンでの測量が出来ない状況である。

a-9 港湾
漁港構造物等の不可視部分の点検手
法

土中や、人が入ることができない場所（例えば消波ブロックで被覆さ
れた防波堤堤体側面など）を既設構造物の撤去を伴わずに調査したい

a-10 上下水道 構造物の点検について
職員が統一的な尺度で的確に点検ができるよう、マニュアルを作成してほし
い。

a-11 上下水道 上水道施設の構造物の点検について 職員が統一的な尺度で的確に点検できるよう、マニュアルを作成してほしい。

a-12 上下水道 管渠、マンホール点検の外部委託方法
腐食の恐れのある管渠、マンホールの点検を外注したいと考えている
が、全国での実施事例があれば知りたい。

a-13 上下水道 不明水対策について
不明水対策における効果検証の手法が知りたい。（対策実施後におけ
る効果検証の実施例等）

a-14 上下水道
下水道施設点検のマネジメントについ
て

下水道区域が広範囲であり、全体の点検が難しい。

No.
ニーズ事例
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ニーズ事例

ニーズ・シーズ事例一覧【分類a：点検・診断】　　　　　　　　　赤字：R8年度寄せられた新ニーズ

a-15 上下水道
下水道施設点検の安価な維持管理方
法について

下水道法令等（規制強化）に伴い、維持管理費用や対応の負担が増加して
いる。

a-16 上下水道
下水道施設の点検データの管理分析
について

下水道施設の効率的な点検データの管理・分析の仕方について知りたい。

a-17 上下水道 下種管路の点検について
下水管路の点検として、ノーエントリーかつひび割れ2ｍｍ単位の把握を求め
られているが、これを可能とする技術があるのか知りたい

a-18 上下水道 管路やマンホールの点検について 管路やマンホールの効率的な点検方法を知りたい。

a-19 上下水道 上下水道施設のマニュアル
点検、診断、維持修繕を「どのレベルまで」実施しなければならないか共通の
到達点がわからない

a-20 上下水道 管路点検の手法
管路点検において、カメラ車や飛行型のドローンでの点検では止水や仮排水
といった仮設が追加で必要となるため、流下状況下でも点検可能で安価で、
小口径でも点検できる手法（管理管径：φ150～1100）

a-21 上下水道 埋設管の非掘削による診断 埋設管の非掘削による老朽化診断を知りたい。

a-22 上下水道 高圧ケーブル絶縁劣化診断方法
停電時間および作業人員の確保が困難であるため、絶縁抵抗測定以外で安
価且つ簡便な手法の高圧ケーブル絶縁劣化診断方法があれば教えていた
だきたい。

a-23 上下水道 鋼製部材の定量的な劣化把握方法

　下水処理場内の各種鋼製配管や鋼製機器のケーシングについてピンホー
ルによる漏水などの発生事例がある。
　ピンホールや鋼材の減肉は外部からの目視点検では把握できないため事
後保全での対応となっている。
　施設の運用を停止しない状態で鋼製部材の減肉等について定量的に把握
する方法があれば知りたい。

a-24 上下水道 オイルボールへの対応方法について

　不定期（１～２回/月）に処理場にオイルボールが流れて来ており、その都
度人力で除去するなど管理の負担になっている。
　原因者となる排出事業者を特定できれば指導することもできるが処理場で
把握することは不可能である。
　このような場合の流入経路を調査する手法があれば知りたい。
　また、オイルボールを容易に除去する方法があれば併せて伺いたい。

a-25 建物
構造物の点検について（ポンプ場、
処理場）

職員が統一的な尺度で的確に点検ができるよう、マニュアルを作成し
てほしい。

a-26 建物
公園内の寿樹点検の効率的な方法に
ついて

近年発生している倒木事例等を踏まえ、公園内の樹木点検・診断を行
う樹木医等の専門知識を持つ人材の確保や伐採措置に係る費用につい
て課題となっている。

a-27 建物
公園内の植栽の効率的な維持管理方
法

公園内の植栽の効率的な維持管理方法、持続可能な除草方法など。

a-28 建物 都市公園の樹木
都市公園の樹木について、すべての本数や樹勢などを把握できていな
い。
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a-29 建物 廃校の見回りについて
児童生徒数の減少に伴い、廃校が増えている。解体までの間定期的な
見回りが必要だが、人手が減っているので負担となっている

a-30 建物
学校施設の高層階の蜂の巣の撤去に
ついて新しい方法

学校施設に蜂がよく巣を作るため、撤去を余儀なくされるが、高層階
に作られた場合には高所作業車や足場をかける必要があり、費用の増
加が負担となっている。高層階の蜂の巣の撤去について新しい方法が
ないか知りたい。

a-31 公園 公園樹木の点検・診断

公園樹木の点検・診断は目視での巡回監視を行っているが、人員・経
験等が不足しており、樹木健全度の診断・把握が困難である。
比較的経験の少ない職員でも容易に診断可能な方法や器具等はある
か。

a-32 農林水産業
農業集落排水処理施設の設備点検に
ついて

施設の老朽化が進行し、突発的な設備故障が続発しているため、簡易的に
設備の状況を診断できる方法を知りたい。

a-33 農林水産業
農業集落排水処理施設管路への不明
水侵入について

施設への不明水侵入が多い状況にある。管内カメラ調査は高額であることか
ら、安価に調査する方法を知りたい。

a-34 農林水産業 農業用水路の維持管理について
用水路を管理する水利組合の高齢化・人員減少により適切な管理ができて
いない箇所が増加し、市民からの通報で初めて状況を把握することが少なく
ない。少ない人員で効率よく点検する方法を知りたい。

a-35 農林水産業 施設設備日常点検について
農業集落排水処理施設（マンホールポンプ含む）の施設設備日常点検に活
用できるＩＣＴ・ＤＸ　技術や活用事例を知りたい。
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対象施設 ニーズ項目 求める内容

b-1 道路
道路脇の雑草に対する新しい防草対策
について

防草シート、防草用のコンクリート張り及び除草剤以外の、新しく利便性の高
い防草対策があれば教えてほしい。

b-2 道路 橋梁の架け替えについて
市町村の持つ橋梁は住宅等の構造物が近接し、狭小な生活道路上にあるケースが
多く、施工ヤードの制限や用地交渉等により、計画的な架け替えを進められない。既
存構造の活用や小規模橋梁更新に特化した技術について知りたい。

b-3 道路 除雪について
事業者の高齢化に伴い廃業となってきており、確保が困難になりつつある。
また、除融雪の機械確保に苦慮している。

b-4 道路 橋梁の舗装補修について
橋梁の舗装打ち換え（防水工含む）において、既設コンクリート舗装厚が不明確か
つ、切削による床版損傷の懸念がされる場合に、現状の既設コンクリートに防水機能
を付与する様な技術を求めている。

b-5 道路 橋梁の建設年代について

管理橋梁には架設年が不明である施設が多く、昔の航空写真からの推定を行ったも
のの、当時の写真が鮮明では無いことや、更新時期が分からないため、正確性にか
けるところがある。
ついては、構造諸元や形式等から、概ねの建設年代に絞れる様なシステムを無いも
のか。

b-6 道路 高木の剪定について
高木が大きくなり剪定や伐採の費用が増え対応困難である。また、かみきり虫の被
害が増加しており立ち枯れが多くなり対応に苦慮している。

b-7 道路 防草対策について 新しく利便性の高い防草対策があれば教えてほしい。

b-8 道路 道路標識の劣化診断
道路標識において、劣化による更新が必要となるが、どのような状態ならば更新をし
なければいけないのか客観的な判断が難しい。

b-9 道路 道路パトロールの好事例について
道路等のパトロールについて、人員や技術力の不足にも対応できる好事例があれば
ご教示願いたい。

b-10 道路 道路の湧水対策
山水等の地下浸透による道路の湧水対策について、浸透水の経路等の原因が特定
できない場合、暗渠排水管設置等の対策では解決しないことが多いことから、有効な
対策手段についてご教授いただきたい。

b-11 道路 砕石等流出防止方法
砂利道の砕石等流出が多く、維持管理費費が増加している。砕石等流出防止方法
や補修方法が知りたい。

b-12 道路 橋梁補修設計時の判断について
橋梁補修設計時、橋面防水層のLCCを比較する際に歩道舗装更新周期が明確に記
されているものがなく、判断に困ることがある。また、現地踏査後、詳細調査実施にあ
たり、どこまで実施するかの判断をするための基準があれば判断に困らない。

b-13 道路 耐久性向上技術の選択
耐久性向上に資する材料や工法の新技術が多様であり、有効な工法の選択に課題
がある。また、予防保全段階における修繕程度の方針が定まっていない。

b-14 道路 点検・診断体制の課題
道路の点検・診断について、主要路線や修繕要望があった路線などは、点検・パト
ロールを実施しているものの、人員不足等により全路線の定期的な点検はできてい
ない状況であることから今後の課題ととらえている。

No.
ニーズ調査

ニーズ・シーズ事例一覧【分類b：措置】　　　　　　　　　　　　赤字：R8年度寄せられた新ニーズ
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b-15 道路 橋梁補修工法の選定 橋梁補修工法の選定と見積徴収に苦慮している

b-16 道路 Ⅲ判定橋梁の修繕遅延
Ⅲ判定の橋梁が約70橋ある。次の定期点検まで修繕したいところであるが、現在の
体制、予算配分からは１サイクルでは追いつかない。

b-17 道路 簡易補修新技術
道路や橋梁を維持管理していく中で、簡易的な補修の新技術（安価なもの）などあれ
ば情報提供をいただきたい。

b-18 道路 道路草木繁茂への対応 道路へ繁茂する草木の対応

b-19 道路 橋梁個別補修の必要性

橋梁は、それぞれ置かれている環境や初期性能が異なることから、最適な措置方法
を個別に検討する必要がある。しかし、実際には、橋梁補修マニュアルなどに基づく
画一的な補修が行われている。その結果、補修後の再劣化や必要以上の補修が生
じるなど、期待される補修効果が十分に得られていない。

b-20 道路 道路法面の防草対策
道路法面の防草対策
・コスト、耐久性、施工性において現時点で優れた技術がない。

b-21 上下水道 配水管路の弁筐周りの舗装について
配水管路の弁筐、マンホール周りの舗装の破損、陥没に関する補修技術を知りた
い。

b-22 上下水道 電気・機械設備の修繕判断
施設の老朽化に伴う電気設備及び機械設備（ポンプ）の絶縁低下が度々発生してお
り、改築・更新には多額の費用がかかるため、施設の延命化を目的とした修繕規模
の判断に苦慮している。

b-23 上下水道 下水管内作業の安全確保に関する技術
スパン長1㎞程度の下水管内で作業する際の安全確保（硫化水素・酸欠・一酸化炭
素中毒・転倒等）に資する技術等について知りたい

b-24 上下水道 既設メーカー独占の課題
機械・電気設備の修繕において、補償等を理由に既設メーカーでしか対応が出来な
いことに困っている。

b-25 上下水道 汚泥消化タンク機能回復の新技術
能力の低下した汚泥消化タンクの機能を回復又は強化させることが可能とする新技
術等が知りたい

b-26 上下水道 配水池の内部修繕工法 バックアップ施設の無い配水池等の内部修繕工法を知りたい。

b-27 建物 住宅の改修について
公営住宅における居住しながらの効率的な排水設備の更新方法(排水管の老朽
化に伴うもの)

b-28 建物 公営住宅の改修・管理について 既存住戸の安価なバリアフリー化に関する技術

b-29 建物 学校敷地の雨水排水対策について
昨今の豪雨により、学校敷地内の雨水側溝があふれ、隣地（民地）が水浸し
になることがある。対応策として、安価で効果的な方法を知りたい。

b-30 建物 樹木の維持管理について
所管施設の樹木伐採について、安価で対応する方法（維持管理方法）があれ
ば知りたい。

b-31 建物 公営住宅の湿気・カビ対策
戸建ての公営住宅について、布基礎の住宅内で湿気によりカビが発生しやす
いため、ベタ基礎に改修することも費用的に難しく、安価な除湿シートを使
用でも効果が少ないため、その中間で良い工法があれば知りたい。

b-32 建物 空き地・遊園の維持管理
公営住宅において、需要が少なくなった児童遊園・広場、住宅解体後の空地
等の樹木・除草等の効率的かつ経済的な維持管理方法
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b-33 公園 公園の管理について 枯れ葉や雑草に対する苦情が多く、効率的な維持管理対策について知りたい。

b-34 公園 公園管理について ・安価に除草する方法

b-35 公園 公園の水道設備について
公園施設の修繕において、多数を占めるのが水道設備であり、特に手洗いや水飲み
の蛇口の不具合、トイレの水が止まらないなどが多くみられる。

b-36 公園 木橋の簡易補修技術 景観を崩さないような、木橋の簡易的な補修技術があれば教えていただきたい。

b-37 公園 アカマツ倒木の管理対策

およそ50haの園内に、多数のアカマツが自然木として自生しているが、松枯れによる
倒木が発生している。
園内を巡回し、危険度の髙い木から伐採をしているが、追いつけないのが現状であ
る。効果的な管理方法や倒木予防措置を知りたい。

b-38 公園 公園施設の統廃合事例
公園施設において、老朽化等により、施設を統廃合した事例があれば知りたい。
（例：”四阿２棟を１棟に統合する”や”ベンチ２箇所から１箇所に減らす”など）
また、その判断に至った経緯についても知りたい。

b-39 海岸 河口堆砂・閉塞への対応
河口堆砂対策
河口堆砂閉塞または河口水門の閉塞が多々あり対応が困難。
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対象施設 ニーズ項目 求める内容

c-1 道路 効率的な日常維持管理
除草、側溝清掃、舗装修繕などの日常的な維持管理の業務量が増加してい
る。

c-2 道路 複数施設の管理体制
河川・砂防、道路、農林水産業などの複数の施設・分野を兼務しているため、
効率的な管理体制、方法を知りたい。

c-3 道路
広域連携の群マネ（包括的民間委託）
の事例について

限られた人員・資材・予算では危機的事態を防ぐための最低限の維持管理し
かできていない。そのため、県や近隣市町村と一体的に点検・修繕等を委託
することで業務効率化・低予算化等が図られた事例を紹介してほしい。

c-4 道路 軽微補修の手続き負担
毎年、エリアに分けて道路維持修繕工事を発注しているが、軽微な補修でも
通常工事の手続きが必要となり図面作成、出来形、品質管理に手間を要し事
務負担が大きい。

c-5 道路
橋梁の群マネ（包括的民間委託）の事
例について

橋梁のメンテナンスにあたり、「橋梁日常点検」＋「橋梁パトロール」＋「補修
工事（軽微な維持補修）」を組合せた包括的な一括発注（契約）の事例があれ
ば知りたい。

c-6 道路 橋梁の長寿命化について

損傷が進まないうちに補修し、橋梁の長寿命化を図りたい。例）日常点検・パ
トロールで橋梁高欄の腐食（サビ）を見つけたら、すぐに錆の除去と再塗装を
実施して鋼製高欄の劣化を食い止める、春先の桁端洗浄（凍結防止剤を洗
流す）の実施、など。（維持費が少ない中、工夫されている事例なども）。

c-7 道路
実務経験に乏しい職員への支援方法
の充実

定期的な配置換え等に伴う、維持管理の専門知識や実務経験に乏しい職員
への支援方法（マニュアル、システム等）を充実させたい。

c-8 道路 道路沿線の安価な草刈工法
道路沿線の除草において、住宅地等の周辺環境へ配慮し除草剤が使えない
中、手作業に頼らない安価な草刈工法や、効率的な維持管理手法を知りた
い。

c-9 道路 道路沿線の安価な草刈工法
毎年発生するアメリカシロヒトリの苦情に対し、発生を根底から抑える効果的
な防除方法や、事前の予防策を知りたい。

c-10 道路 道路の維持管理について
道路の維持管理は舗装の穴埋めが主で、草刈りやその他の修繕に苦慮して
いる

c-11 道路 老朽側溝の排水管理
昭和30年から50年代の区画整理した地域は、蓋の掛かっていない現場打の
側溝となっている。側溝の老朽化や排水断面不足による排水不良が多く管理
に苦慮している。

c-12 道路 高齢化による除草困難

道路や河川の除草について今までは、地元住民の協力により行っていたが、
高齢化や人手不足により実施できない状況となっている。 また、民地（空き家
含む）の立木を管理することができず道路へはみ出す立木が増えており、市
に対し除草や立木剪定の依頼が多く寄せられ困っている状況である。

c-13 道路 AI活用の点検調書作成
橋梁等の点検において、諸元や現地状況を基に、AIが自動的に調書の作成
や健全性診断を行う点検調書作成の支援システムがあれば知りたい。

c-14 道路 劣化予測による修繕最適化
橋梁等の修繕計画において、劣化予測を用いた修繕時期の最適化の検討を
行い、維持管理コストを縮減したい。

No.
ニーズ調査

ニーズ・シーズ事例一覧【分類c：マネジメント全般】　赤字：R8年度寄せられた新ニーズ
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対象施設 ニーズ項目 求める内容
No.

ニーズ調査

ニーズ・シーズ事例一覧【分類c：マネジメント全般】　赤字：R8年度寄せられた新ニーズ

c-15 道路 橋梁群の計画的更新管理

高度経済成長期に集中的に建設された橋梁を一律に長寿命化した場合、将
来、更新時期が再び集中し、対応が困難になるおそれがある。そのため、長
寿命化を図る橋梁と更新を進める橋梁を選別し、メリハリのあるマネジメント
を行う必要がある。しかし、現状では、個々の橋梁への対症的な補修が中心
となっており、橋梁群全体を見据えた計画的な更新や事業量の平準化には
至っていない。

c-16 上下水道 下水道 下水道事業の統廃合事例について

c-17 上下水道 浄水場の維持管理について
浄水場の擬集沈殿池において、清浄な状態に保つため、水面に浮上した凝
集汚泥を自動で排出する等、新たな技術の情報が知りたい。

c-18 上下水道 電気設備・機械設備について
水道施設において、電気設備・機械設備の耐用年数が管路等に比べると短く
更新に多額の費用を要している。

c-19 上下水道 処理場の設備のダウンサイジング方法 処理場の処理水量減少に伴う設備等のダウンサイジングの方法を知りたい。

c-20 建物
小中学校に設置している小荷物専用昇
降機の更新方法について

小中学校に設置している小荷物専用昇降機は、開校当時に設置しているも
のがほとんどで、一斉に耐用年数を迎えている状況である。昨年度は、運転
中に急に動かなくなってしまうこともあり、更新を計画的に行う必要があると考
えている。安価な更新方法や効率的な更新計画の事例等があれば教えてい
ただきたい。

c-21 建物
廃校舎や使われる予定のない建物の
維持管理について

廃校舎や使われる予定のない建物の維持管理について、必要な管理方法が
分からない。通風を定期的にするなど、使用している頃には想定できないよう
な注意しなければならないことを知りたい。また、その必要な維持管理を減ら
せる技術があれば知りたい。利活用するまでに期間が空く場合に、放置や
誤った管理をしたために、利活用する際に余計なコストがかかる可能性があ
ることを懸念している。

c-22 建物 学校長寿命化の改修期間短縮の事例

学校の校舎、屋内運動場等の長寿命化改修について、劣化が著しい建物の
割合がかなり多いが、同時に改修事業を実施することは困難であり、優先順
位の低い施設は数年から十数年待たなければならない。改修期間の短期化
について、良い事例などがあれば教示いただきたい。

c-23 建物 防火設備修繕の委託管理

学校数が多いことから防災盤、防火扉、防火シャッター等の防火設備関係の
修繕が追いついていないため、軽微な修繕対応は包括業務委託の中に含め
ているなど、施設の適正な維持管理についての成功事例があれば紹介いた
だきたい。

c-24 建物 修繕延期による費用増加
緊急性・重要度が比較的低いと評価された修繕案件が翌年度以降に延期さ
れたことで状況の劣化が進み、結果として案件ごとの修繕費増加を招くケー
スが課題。

c-25 公園 樹木の管理について

・毎年アメシロ駆除の依頼が多く来るが、薬剤対応をするとしばらく公園を立
ち入り禁止にする必要があるためアメシロに有効で人体への影響がない薬剤
が知りたい。
・アメリカシロヒトリの大量発生について、発生を抑えるには何が一番効果的
か。発生する前から出来る予防策はあるのか。
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ニーズ調査
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c-26 公園 建築相談・修繕の一括委託

マネジメントを土木職員が担当しているが、建築（建築・機械・電気）関係の相
談先・発注担当職員が他部署に在籍（不足）している。施設の更新など高額
の事業は依頼できるが、安価な点検・長寿命化は担い手がいない状況にあ
る。そのため、建築の点検から小規模修繕・大規模修繕等を一括受注可能な
コンサルタントが必要だと感じている。

c-27 公園 カラス等対策の新技術

カラス対策、受動喫煙対策、不法投棄対策について、少ない人員による関し・
注意喚起では効果が薄いため、新技術によるドローン・監視機器等を取り入
れたい。カラスに自動で光を当てる、またはドローンで追い払う、ライターを使
用したら自動で警告アナウンスを発する、ゴミを置いて立ち去る行為に自動で
警告及び映像を記録・抽出する等の技術が知りたい。

c-28 公園 公園施設の老朽化対応
大規模公園施設の更新等について、設置から相当年数を経過した施設が増
加しており、老朽化・設備更新・機能の陳腐化・維持管理費の増加への対応
が課題となっている。

c-29 公園 遊具・樹木管理の課題

　公園内施設（遊具等）の老朽化及び植栽の維持管理に苦慮している。
　遊具点検結果に基づく修繕・撤去のほか、交通や公園利用の際に支障とな
る樹木の剪定や伐採を行っているが、対象数が多く予算規模が膨れる要因と
なっている。

c-30 その他 ため池の維持管理
ため池内にヨシやガマ等の植物が繁茂した場合の安価かつ効率的な除去方法が知
りたい。

c-31 その他 包括的委託について

・橋梁の点検業務や下水道施設の維持管理業務について包括的委託で実施できな
いか。
・庁舎：清掃や警備、設備点検や保守管理及び修繕業務等、それぞれの業務ごとに
発注しているため、業務水準の統一・向上や事務の効率化が課題である。

c-32 その他 法定外公共物の維持管理

法定外公共物の維持管理（水路の土砂上げ、側溝の土砂排、官地道路の草刈り等）
は地域の住民等でしてもらっているが、近年、少子高齢化により地域住民で対応でき
なくなっている状況である。今後の維持管理を効率的にしていくための対応策等教え
てほしい。
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対象施設 ニーズ項目 求める内容

d-1 道路 台帳の更新について
橋梁や舗装等の台帳があり、これまでの修繕履歴や点検履歴を記録しているが、担当者の異動により
更新が継続されない事例があり、情報管理が属人的となる傾向が見られる。

d-2 道路 工事履歴のシステム管理
舗装の維持修繕について、いつ行ったかの記録ができていない状況であるので、今までの工事履歴
や維持修繕の記録をシステム等に残して、後にいつ行ったか検索できるようにしたい。

d-3 上下水道  
下水道の処理場及び中継ポンプ場等
における停電事故発生時の対応につい
て

処理場に発電設備や非常用エンジンポンプがない場合やバキュームカーの手配ができない場合の停
電事故に対する応急措置としての技術を知りたい。

d-4 上下水道  TVカメラ映像データの保存管理
TVカメラ調査の映像データ（DVD）を格納するシステムを山形市では導入しておらず、DVD媒体での保
存となっている。
紛失や破損の恐れがあり、苦慮している。

d-5 上下水道  制御盤部品の延命化対策
腐食性ガスの影響下にある制御盤内のMCCB補助接点、電磁開閉器、広角指示計、CPUユニットや
タッチパネルなど部品寿命が短く交換頻度が高い。延命化の方法があれば維持管理に役立てたい。

d-6 その他 道路照明灯のリース
道路照明灯を一斉更新にあたり、リースする場合の手法など、行政に対する道路照明灯のリース事例
を教えてほしい。

d-7 その他 道路台帳のＤＸ化 コスト、県内統一化、メンテナンス・操作が容易、オープンデータ化の面で課題がある。

ニーズ一覧【分類d：記録・その他】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤字：R8年度寄せられた新ニーズ

No.
ニーズ調査
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